
☞ 解説 小学校理科編 p.8、12 中学校理科編 p.10、11、23 

【小学校理科 中学校理科 の目標】 

自然に親しみ（中：自然の事物・現象に関わり）、理科の見方・考え方を働かせ、見通し

をもって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・現象についての問題を（中：

自然の事物・現象を）科学的に解決するために（中：科学的に探究するために）必要な資

質・能力を育成することを目指す。 
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小学校では、自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を基に考察し、

結論を導きだすことができるようになること、中学校では自然の事物・現象に進んで関わり、見

通しをもって観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈するなどの科学的に探究すること

ができるようになることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★目標の改善 

小学校では、問題解決の活動を充実させることや日常生活や社会との関連、中学校では、自ら

学ぶ意欲を重視することや科学的に探究する活動がより一層重視されています。さらに高等学校

理科との円滑な接続が図られています。 

 

 

 

学びに向かう力、人間性等 思考力・判断力・表現力等 知識及び技能 

学びに向かう力、人間性等 

自然の事物・現象に進んで関

わり、科学的に探究しようとす

る態度を養う。 

思考力・判断力・表現力等 

観察、実験などを行い、

科学的に探究する力を養

う。 

知識及び技能 

自然の事物・現象についての

理解を深め、科学的に探究する

ために必要な観察、実験などに

関する基本的な技能を身に付

けるようにする。 

自然の事物・現象についての

理解を図り、観察、実験などに

関する基本的な技能を身に付

けるようにする。 

観察、実験などを行い、

問題解決の力を養う。       

自然を愛する心情や主体的に

問題解決しようとする態度を養

う。 

小
学
校 

 
 

 
中
学
校 

（2）④小学校理科・中学校理科 

育成をめざす資質・能力 ～何ができるようになるか～ 



☞ 解説 小学校理科編 p.10 中学校理科編 p.12、13  

☞ 解説 中学校理科編 p.7、9 
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★内容の改善・充実  

小学校、中学校、高等学校の一貫性に十分配慮するとともに、育成をめざす資質・能力、内容

の系統性の確保、国際的な教育の流れなどにも考慮して内容の改善および充実が図られています。

特徴的な点を小学校、中学校の校種ごとに示します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

理科においては、課題の把握（発見）、課題の探究（追究）、課題の解決という探究の過程を通

じた学習活動を行い、それぞれの過程において、資質・能力を育成することが大切です。図１は

高等学校の資質・能力を育成する学びの過程の例です。小学校及び中学校においても基本的には

この例と同様の流れで学習過程を捉えることが必要であると示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課
題
の
把
握

（（
発
見
）

課
題
の
探
究
（
追
究
）

課
題
の
解
決

理科における資質・能力の例

自然事象に対する気付き

課題の設定

仮説の設定

検証計画の立案

観察・実験の実施

結果の処理

考察・推論

表現・伝達

学習過程例（探究の過程）

●主体的に自然事象と関わり，科学的に探究しようとする態度

（以後全ての過程に共通）
●自然事象を観察し，必要な情報を抽出・整理する力

●抽出・整理した情報について，それらの関係性（共通点や相違点な

ど）や傾向を見いだす力

●見出した関連性や傾向から，課題を設定する力

●見通しを持ち，検証できる仮説を設定する力

●仮説を確かめるための観察・実験の計画を立案する力

●観察・実験の計画を評価・選択・決定する力

●観察・実験を実行する力

●観察・実験の結果を処理する力

●観察・実験の結果を分析・解釈する力

●情報収集して仮説の妥当性を検討したり，考察したりする力
●全体を振り返って推論したり，改善策を考えたりする力

●新たな知識やモデル等を創造したり，次の課題を発見したりする力

●事象や概念等に対する新たな知識を再構築したり，獲得したりする力
●学んだことを次の課題や，日常生活や社会に活用しようとする態度

対話的な学びの例

意見交換・議論

意見交換・議論

意見交換・議論

意見交換・議論

調査

意見交換・議論

意見交換・議論

研究発表

相互評価

資質・能力を育むために重視すべき学習過程のイメージ（高等学校基礎科目の例）

●考察・推論したことや結論を発表したり，レポートにまとめたりする力

次の探究の過程

見通しと振り返りの例

図１ 資質・能力を育むために重視する探究の過程のイメージ（中央教育審議会答申の資料を一部修正）

見通し

振り返り

（小学校） 

・目的を設定し、計測して制御するといった考え方に基

づいた観察、実験やものづくりの活動を充実させるこ

と 

・第５学年Ｂ(3)、Ｂ(4)、第６学年Ｂ(4)の単元において、

自然災害との関連を図ること 

（中学校） 

・第３学年に加えて、第２学年においても、放射線に関す

る内容を扱うこと 

・全学年で自然災害に関する内容を扱うこと 

・第１学年において、生物の分類の仕方に関する内容を扱

うこと 

主体的・対話的で深い学び ～どのように学ぶか～ 

具体的な教育内容の改善・充実 ～何を学ぶか～ 


